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水素製造装置の低温CO変性系配管の外部腐食によるガス漏洩・爆発・

火災
 

基本事項

事例番号 00011

投稿日 2007/04/02

タイトル 水素製造装置の低温CO変性系配管の外部腐食によるガス漏洩・爆発・火災

発生年月日 2002/06/09

発生時刻 19:32

気象条件 天候：晴れ

気温：22.5℃

湿度：40%

発生場所（国名） 日本

発生場所（都道府県、州

、都市など）

大分県

プロセス 石油精製

事故事象

事故事象 概要  2002年6月9日、水素製造装置定期修理が完了し、スタートアップ操作過程で

COをCO2に変成するコンバーターを昇温させるため、水素を主成分とする流体を

コンバーターに送っていたところ、低温CO変成系の昇温用配管が破損開口し、内

部の水素ガスが漏洩、着火し、爆発・火災となった。直ちに自衛消防、市消防に

通報し、消火活動により19時45分に鎮火した。

【事故事象コード】火災・爆発

経過 概要を参照

原因 　当該配管は通常運転時には使用せずスタートアップ時のみ昇温用に使用してい

る。この配管は保温されているが、発災部分は歩廊下部のサポート材と配管保温

材が干渉しており、保温材の上部が切り欠いた状態になっていたため、この切り

欠き部から雨水が保温材内部に浸入し、配管が外面腐食により減肉、昇温過程で

の熱応力により破損、開口したものと推定される。

　着火原因は、漏洩した水素ガスが静電気、又は衝撃・摩擦熱により生じた火花

と推定される。

起因事象・進展事象

起因事象 水素製造装置のスタートアップ昇温用配管の外面腐食

【起因事象コード】静止機器の腐食・劣化・破損



-2- 
                                                       PEC-SAFER(http://safer.pecj.or.jp/) 

水素製造装置の低温CO変性系配管の外部腐食によるガス漏洩・爆発・

火災
 

起因事象の要因 1 保温材雨じまいの困難な箇所への配管配置

【要因コード】直接要因＞設計要因＞機器・配管設計不良

2 保温外装施工不良

【要因コード】直接要因＞工事・施工要因＞工事方法不適切

3 保温外装点検不良

【要因コード】直接要因＞保守・点検要因＞保守・保全不良

進展事象・進展事

象の要因

1 配管の開口

【事象コード】静止機器の腐食・劣化・破損

要因一覧

No 要因(テキスト) 要因(コード)

1 腐食減肉と昇温過程での熱応力により破損、

開口（推定）

直接要因＞設計要因＞機器・配管設計不良

2 漏洩 
【事象コード】漏洩・噴出

3 静電気又は衝撃・摩擦熱よる着火 
【事象コード】着火源の存在、発火

4 爆発・火災 
【事象コード】火災・爆発

事故発生時の運転･作業状

況

装置・機器のスタートアップ中

【補足説明】

低温CO変性塔昇温中

起因事象に関係した人の

現場経験年数

不明・該当せず

装置・系統・機器

起因事象に関連した装置

・系統

水素製造装置＞変成系

起因事象に関連した機器 静止機器＞配管＞配管本体

【補足説明】スタートアップ時のみ昇温用に使う配管

発災装置・系統 1 水素製造装置＞変成系

発災機器 1 静止機器＞配管＞配管本体
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【補足説明】スタートアップ時のみ昇温用に使う配管

事故に関連したそ

の他の機器

1 静止機器＞塔（蒸留塔、精留塔など）＞変成塔

【補足説明】CO変性塔

運転条件 温度:190℃（事故時、設計は230℃） 圧力:0.98MPa（事故時）

主要流体 水素、メタン、CO、CO2

材質 STPG　370　3B　公称肉厚5.5mm

被害状況

被害状況（人的） 死者：なし

負傷者：1名

被害状況（物的） 発災配管及び周辺の配管の一部焼損、周囲の計装ケーブル焼損、近傍の温度計破

損など、損害額：約63万円

被害状況（環境）

被害状況（住民）

検出・発見

事故の検出・発見

時期

1 作業中・作業後に気がつく

事故の検出・発見

方法

1 五感（異音、異臭、振動、目視など）

想定拡大と阻止

重大事故への拡大阻止策

・処置

装置の緊急停止と窒素置換

消火設備を作動させての消火作業

想定重大事故 機器・装置の破損、焼損

再発防止と教訓

再発防止対策 　120℃～140℃以下の配管の保温材雨じまい不良箇所の点検補修。

　当該配管のように他の設備の都合で保温外装が不完全となる場合は施工方法を

工夫する。

　保温切り欠き部等検査箇所を表示した点検用アイソメ図の作成。
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　配管図検討の際、保温施工のことも考慮に入れて行う。

教訓 　常時使用しない配管は常温の期間が長く、浸入した雨水が長期間乾燥しないの

で腐食の進行が早い。

　当該配管のように、スタートアップ時のみに使用する設備の保守点検は疎かに

なりがちである。

安全専門家のコメント

安全専門家のコメント 　保温配管で常時使用しない配管（常温）で保温外装に何らかの問題があって雨

水浸入の危険性がある場合は、浸入した雨水が蒸発しないので外面腐食の危険性

が特に高く、雨水浸入防止対策の状況を点検確認する必要がある。

添付資料・参考文献・キーワード

参考資料（文献など） ・消防庁、水素ガス配管爆発火災事故、危険物に係る事故事例－平成14年、P.50-

51

添付資料

キーワード(＞同義語)

変成塔＞HTS,LTS

配管＞パイプ

変成系＞変性系

関連情報


